
























































序 章 社会的養護研究の射程 
第１章 児童養護施設経験者への支援－制度と先行研究レビュ  ー









































































































































































































自分の人生を生きる主体としての出発点に立つことができたのは、25 歳あるいは 30 歳という年齢
であることを考えると、少なくともそのような年齢まで施設が子どもの人生に寄り添い続ける必要
があると言える。施設におけるパーマネンシー保障は、18歳までの支援において同じ施設、同じ職
員によるケア保障をさしているが、人生を見直すことを視野に入れたケアを保障するためには、18
歳を超えて施設退所後にもかかわり続けるパーマネンシー保障が求められる。 
また、施設退所後のライフストーリーワークを可能とするためには、施設における３つの支援が
必要であった。第一に施設における日常生活支援の保障、第二に施設に戻ってくることのできる期
間が限定されないこと、第三に施設がいつでもいくつになっても戻ってくることのできる場所であ
ること、である。 
第一に、施設における日常生活支援の保障は、Ａ施設経験者が自らの人生を振り返る基盤となる
ものであり、施設とつながりを持つために必要なものであった。施設における日常生活支援の振り
返りから、施設で大事にされていたことや楽しかったこと、受け入れられていたことを確認するこ
とが、施設での生活を受け入れ、自分の人生に向き合う起点となっていた。第二に、施設に戻って
くることのできる期間が限定されないことの保障においては、Ａ施設経験者が人生を振り返り自分
の人生を生きる主体としての出発点に立つのは 25歳から 30歳前後であったことから、アフターケ
アの年限を大きく超えた時期に「なりたい自分」になるための自立支援が展開される必要があった。
第三に、施設が戻ってくることのできる場所としての保障においては、常に助けを求めることがで
きる、帰ることのできる場所が保障されていることが大切であり、施設は施設経験者にとって「居
場所」であるだけでなく、退所後は「実家」として、安全で安心な「場」あるいは「基地」として
機能していることが求められる。また、安全で安心な「場」には「仲間」と「信頼できる大人」が
必要であった。「信頼できる大人」は、担当職員に限定されず、施設にかかわる大人であることに意
味があった。「場」「基地」が保障されていることを前提として、その「場」や「基地」につながる
人々のネットワークが広がり続ける中でライフストーリーワーク支援が展開されることに、施設経
験者の人生を支える施設の支援の可能性がある。 
 
５．研究の限界と今後の課題 
本研究では、Ａ施設経験者 12名の「語り」を分析しているが、Ａ施設１施設の調査である。１施
設の調査となった理由は、施設の実践そのものが問われることへの躊躇があったと推測される。複
数の施設から調査協力が得られたならば、様々な「語り」が得られたと考える。また、ヒアリング
調査を継続したＡ施設経験者は、Ａ施設退所後に親との関係を断絶している状況にあった。彼らの
ルーツとなる親の存在を否定しながら、自らの人生を作り上げていくことの難しさについて、本研
究ではそのことについての「語り」を「聴く」関係には至っていないと判断し、論じていくことは
行わなかった。今後、子どもの「語り」を聴く手法の開発や聴き続ける関係構築を進め、調査協力
施設及び調査対象者が拡大し、長期にわたる「語り」調査研究を拡大・深化させていくことが課題
である。また、本研究で明らかとなった施設における継続的支援について、今後の調査研究活動で
さらに明らかにし、「語り」の権利保障や、「語り」を基にした継続的支援のシステム化、制度化を
検討していくことも課題である。 
